
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
変
更
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

一

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　

　

一

〇
保
安
林
の
指
定
の
予
定 

（　
　

同　
　

）　

　

一

〇
保
安
林
の
指
定
の
変
更
の
予
定 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　

　

二

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
港
湾
計
画
の
変
更
の
概
要 

（
港　

湾　

課
）　

　

三

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
十
二
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
十
三
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
十
四
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

黒
川
郡
大
郷
町
東
成
田
字
板
谷
東
山
三
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
か
ん
養

三　

解
除
の
理
由

　
　

道
路
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
大
郷
町
役
場
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）　

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
十
五
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

（1）　 平成22年７月６日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2171号　　 
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仙
台
市
太
白
区
長
町
南

一
丁
目
一
番
十
二
号
第

二
宮
田
荘
一
〇
一
号
室

事

業

所

番

号

〇
四
一
五
二
〇
〇
七
四
〇

〇
四
一
五
四
〇
〇
八
一
一

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

仙
台
中
央
介
護
タ
ク
シ

ー仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町

五
丁
目
五
番
二
十
号

マ
イ
ム
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

長
町

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
、
重
度

訪
問
介
護
（
み
な

し
指
定
）

居
宅
介
護
、
重
度

訪
問
介
護

設
置
者
名

仙
台
中
央
タ
ク

シ
ー
株
式
会
社

有
限
会
社
オ
ー

バ
ー
ド

指
定
年
月
日

平
成
二
十
二
年

七
月
一
日

平
成
二
十
二
年

七
月
一
日

事　
業　
所　
番　
号

〇
四
一
五
四
〇
〇
六
四
七

設　
置　
者　
名

特
定
非
営
利
活
動
法

人
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
・
え
ぽ
っ
く

事

業

所

の

所

在

地

変
更
前

変
更
後

仙
台
市
太
白
区
中
田
町
字
前

沖
北
六
十
九－

四
十
九

仙
台
市
太
白
区
西
中
田
五
丁

目
四－

一

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年

六
月
一
日



 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

栗
原
市
花
山
字
本
沢
沼
山
五
五
の
一
、
五
五
の
五

二　

指
定
の
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

字
本
沢
沼
山
五
五
の
五

�
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
十
六
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。　
　
　

　
　

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　
　

栗
原
市
花
山
字
本
沢
早
坂
三
九
の
一
、
三
九
の
六
、
四
〇
の
一
、
四
四
の
一

二　

指
定
の
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

字
本
沢
早
坂
四
四
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　
�
　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
六
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

仙
台
松
島
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
六
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

第2171号　平成22年７月６日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

変　

更　

の　

区　

間

宮
城
郡
松
島
町
桜
渡
戸
字
中
島
一
〇
番
二

地
先
か
ら

同
郡
同
町
桜
渡
戸
字
麦
田
一
八
番
四
地
先

ま
で

変
更
の

前　

後

　

Ａ
前　
　

Ｂ
後
Ａ

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

六
・
五
〜

　
　

一
二
・
八

一
四
・
〇
〜

　
　

二
七
・
六

　

九
・
二
〜

　
　

一
二
・
八

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
二
〇
・
〇

一
四
〇
・
〇

一
二
〇
・
〇

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。



〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
十
九
号

　

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
条
の
三
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
仙
台
塩
釜
港
港
湾
計
画
の

変
更
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

港
湾
計
画
の
変
更
の
概
要

　

１　

危
険
物
取
扱
施
設
計
画

　
　
　

変
更
す
る
施
設

　

２　

水
域
施
設
計
画

　
　
　

削
除
す
る
施
設

　
　
　

泊
地

　

３　

小
型
船
だ
ま
り
計
画

　
　
�
　

変
更
す
る
施
設

　
　
�
　

撤
去
す
る
施
設

　

４　

臨
港
交
通
施
設
計
画

　
　
　

新
た
に
追
加
す
る
施
設

　

５　

船
舶
の
物
資
補
給
等
へ
の
対
応

　
　
�
　

新
た
に
追
加
す
る
施
設

　
　
�
　

削
除
す
る
施
設

　

６　

土
地
造
成
及
び
土
地
利
用
計
画

　
　
　

変
更
す
る
土
地
造
成
及
び
土
地
利
用
計
画

（3）　 平成22年７月６日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2171号　　 

道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

仙
台
松
島
線

供

用

開

始

の

区

間

宮
城
郡
松
島
町
桜
渡
戸
字
中
島
一
〇
番
三
地
先
か
ら

同
郡
同
町
桜
渡
戸
字
麦
田
一
八
番
四
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
二
年

　
　
　
　

七
月
六
日

港
区
名

仙　

台

地
区
名

栄

変　
　

更　
　

計　
　

画

種　

別

ド
ル
フ
ィ
ン

（
専
用
）

水　

深

（
メ
ー
ト
ル
）

一
七

バ
ー
ス
数一

既　
　

定　
　

計　
　

画

種　

別

ド
ル
フ
ィ
ン

（
専
用
）

水　

深

（
メ
ー
ト
ル
）

一
七

七
・
五

バ
ー
ス
数一一

港
区
名

仙　

台

地
区
名

栄

水
深
（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
五

面
積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

二
（
う
ち
一
既
設
）

岸
壁　

水
深
五
メ
ー
ト
ル　

延

長
三
五
五
メ
ー
ト
ル

岸
壁　

水
深
五
メ
ー
ト
ル　

延

長
二
九
〇
メ
ー
ト
ル

港
区
名

仙　

台

地
区
名

栄

変　
　

更　
　

計　
　

画

名　

称

栄
船
だ

ま
り

規　
　
　
　
　

模

防
波
堤　

延
長
三
二
〇
メ
ー
ト

ル

既　
　

定　
　

計　
　

画

名　

称

栄
船
だ

ま
り

規　
　
　
　
　

模

防
波
堤　

延
長
四
二
〇
メ
ー
ト

ル

港
区
名

仙　

台

名　
　
　
　

称

臨
港
道
路
埠
頭
七
号
線

起　
　
　

点

臨
港
道
路
蒲
生
幹
線

終　
　
　

点

中
野
南
岸
壁

車
線
数二

港
区
名

仙　

台

地
区
名

栄

種　

別

防
波
堤

名　

称

北
防
波
堤

延
長
（
メ
ー
ト
ル
）

六
〇

港
区
名

仙　

台

地
区
名

中
野
南

種　

別

岸　

壁

水
深（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
五

バ
ー
ス
数一

延
長
（
メ
ー
ト
ル
）一

〇
〇

港
区
名

仙　

台

地
区
名

中
野
南

種　

別

岸　

壁

（
専
用
）

水
深（
メ
ー
ト
ル
）

七
・
五

バ
ー
ス
数一

延
長
（
メ
ー
ト
ル
）一

〇
〇

港
区
名

仙　

台

地
区
名

中
野
南

変　
　

更　
　

計　
　

画

用　
　

途

埠

頭

用

地

工

業

用

地

面　
　

積

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）一

一
八
八

既　
　

定　
　

計　
　

画

用　
　

途

工

業

用

地

交
通
機
能
用
地

面　
　

積

（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

一
九
〇九



　

（
注
）
一　

（　

）
は
、
土
地
造
成
を
伴
う
土
地
利
用
計
画
で
内
数
で
あ
る
。

　

（
注
）
二　

端
数
処
理
の
た
め
、
内
訳
の
和
は
、
必
ず
し
も
合
計
と
は
な
ら
な
い
。

二　

変
更
後
の
港
湾
計
画
の
縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
土
木
部
港
湾
課
（
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号
）

　
　

宮
城
県
仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所
（
仙
台
市
宮
城
野
区
港
三
丁
目
一
番
三
号
）

　
　

宮
城
県
仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所
塩
釜
支
所
（
塩
竈
市
新
浜
町
一
丁
目
九
番
一
号
）
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栄

交
通
機
能
用
地

緑

地

合

計

埠

頭

用

地

港
湾
関
連
用
地

工

業

用

地

交
通
機
能
用
地

合

計

一
一七

二
〇
七

一
（
一
）七

二
一
二六

二
二
五
（
一
）

緑

地

合

計

埠

頭

用

地

港
湾
関
連
用
地

工

業

用

地

交
通
機
能
用
地

合

計

七

二
〇
七

一
（
一
）七

二
一
二六

二
二
五
（
一
）


